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はじめに

本稿は研究の厳密な位置づけからすれば,｢覚書｣と

しての意味をもつものである｡筆者がこれまでの所論(1)

でその性格や紙幅の制約上,言及しえないでいた論点に

ついて述べようとするものだからである｡ これにはつぎ

のような意図がある｡

その-は, くナチズムと教育)という研究領域にかか

わって新たに浮上した論点を整理するということである｡

｢ドイツ教会闘争｣を中心にした反ナチスの抵抗運動は

戦後 ドイツの歴史学研究が一貫してとりくんできた固有

のテーマである｡ またハンス･ショル,インゲ･ショル

兄妹の悲劇的活動にまつわる ｢白バラ｣運動は,戦後 ド

イツの政治教育 ･歴史教育の好個の題材となってきた｡

近年,いわゆる民衆の (日常史)研究が盛んになるなか

抵抗運動の対象領域も拡大している｡日常生活というい

わばミクロ的現象の解明をっうじてナチス統治の現実態,

つまり民衆の複雑多様な適応行動から反ナチス的行動ま

でも発掘されるからである｡ もとよりそこには教育的日

常の世界もとりこまざるをえない｡だが1980年代以降本

格化したナチズムにかかわる教育研究では,いまだ抵抗

運動じたいを視野に包摂した成果はいぜんとしてきわめ

て限定されている｡ しかし (日常史)を承けたドイツ史

研究の ｢学校 ･家庭｣分野への積極的な乗り入れという

状況においては,抵抗運動はもはや無視Lがたい境界領

域となっており,これを教育研究ないし教育史研究の観

点からも,整理すべきである｡

その二は,このこととかかわって,抵抗運動の思想と

活動を媒介させて, ドイツ戦後教育史をより具体的に究

明する必要があるということである｡ これまで,占領下

にはじまる公教育の再構築をふくめ,戦後教育の展開過

程には解明されるべき問題領域が数多く残されている｡

たしかにこれには,戦後教育にかんする検討が概説的記

述をのぞけば,いまだ絶対的に少ないという事実が要因

としてはたらいている｡ じっさい,本格的な戦後研究は

1990年以降,-ノーファー大学のM.-イネマン教授グ

ループによる,英米仏ソ四カ国の占領体制下の高等教育

制度にかんする一連の研究(2)をもってようやく開始され

たといっても過言ではない｡

だがそれだけではない｡何よりもナチス体制 ･ナチズ
ム教育の崩壊という事実をもって,戦後史との ｢断絶｣

杏,つまり1945年5月8日を｢解放｣ないし｢新しい出

発｣(3)として強調するあまり,思想的底流における ｢連

続｣という事象に冷静に着眼する視点がとくに教育研究

に欠如してきたことにも,その原因がある｡これを教育

学思想という側面からみれば,E.クリークやA.ポイ

ムラーなどの周縁的人物をもってナチズム教育とその特

徴を説明することで,ナチス体制の12年間を封印しっづ

けたということになるであろう｡その背景には,W.フ
リットナ-,Th.リット,H.ノール,とりわけE.シュ

プランガーに代表される伝統的な (精神科学派)につら

なる教育学者が主流を占めた戦後 ドイツ教育学の世界に

おいて,彼ら自身の対ナチズム姿勢をも問うこの検討作

業が,一種苦痛をともなう問題領域となっていたことも

あろう(4)0

だが時代区分としての1945年を ｢断絶｣と ｢連続｣両

面からとらえて,はじめてドイツ戦後教育の展開過程も

説明できるはずである｡

ナチス体制を切り裂いて浮上する抵抗運動の思想と活

動を明らかにすることは,この ｢連続｣の視点ともむす

びついている｡従来の歴史叙述には往々 (非ナチ化)

(再教育)政策にはじまる戦後教育の路線を直裁にワイ

マル改革期教育への回帰にとどめるといったある種の

｢歯がゆさ｣がつきまとってきた｡だが,抵抗運動を媒

介することによって,占領期以降ドイツ公教育の思想的

底流は奈辺にあったのかという基本的な問いに立ち向か

うこともできる｡とくに90年代マールプルク大学のW.
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クラフキィ教授のもとで,ようやく抵抗問題を包摂する

ナチズム教育を検討する必要性が強調されるようになっ

たことについても,こうした文脈のなかでとらえるべき

であろう｡

したがって,反ナチスの抵抗運動を教育史の領域とし

て位置づけ,その研究上の意味を問い,今後の課題を抽

出することは,きわめて重要である｡ このような考えに

よりながら,以下,抵抗運動はこれまで ｢教育｣の問題

領域としてどのように位置づけられ,またその研究状況

はどうなっているのか,さらにいかに教育史研究の論点

とすべきなのか,これらについて言及しよう｡

Ⅰ 抵抗運動と教育史の叙述

1)｢ドイツ抵抗記念館｣の整備拡充と抵抗運動研究の

ひろがリ

ベルリン市,ティア･ガルテンそば官庁街のベンドラ

ー街区の一角に,現在の ｢ドイツ抵抗記念館｣(Gedenk-

st畠tteDeutscherWiderstand)につらなる記念の礎石

が置かれたのは,1952年7月20日である｡それはヒトラー

暗殺未遂事件として知られる｢7月20日事件｣の首謀者
たちの遺族の発議によるものであった｡1955年同月日に

はベンドラー街区は首謀者の一人シュタウフェンベルク

大佐の名を冠してシュタウフェンベルク通りと改められ,

以後彼の執務室をふくむ建物じたいがベルリン市当局の

後援と抵抗運動の生き残りの人びとの運動により,反ナ

チズム抵抗運動の記念館および見学者向けの学習施設と

して整備されていく｡1968年7月20日,建物二階の三室

をあてて,｢7月20日事件｣の関係資料を中心に常設展

示がおこなわれるようになったことを皮切りに,1980年

には建物内部と首謀者たちが処刑された中庭が ｢栄誉庭｣

として改装され,またその拡充計画も連邦政府によって

積極的に後押しされていく｡1983年,のちに連邦共和国

大統領となるベルリン市長 リヒャルト･フォン･ヴァイ

ツェッカーの依頼により,当時パッサウ大学歴史学教授

(現ベルリン自由大学歴史学教授)ベーター ･シュタイ

ンバッハとシュトゥットガルトの造形デザイン教授-ン

ス･ベーター･ホッホのもとで, ドイツの抵抗運動すべ

てを網羅した包括的な記録資料の収集とその常設展示の

作業がすすめられた｡1986年7月20日には新展示の一部

公開,1989年7月19日に,ようやくテーマ別26分野,反

ナチズムの抵抗運動にかかわった人びと個々人,グルー

プ,組織などの動機,行動,目的にかんする5,000点以

上の画像と資料が公開展示され,今日にいたっている(5)0

こうした ｢ドイツ抵抗記念館｣の整備充実が,ナチズ

ムの暴虐を象徴する強制収容所,たとえばそのモデル施

設となるミュンヘン郊外 ｢グッ-ウ強制収容所｣の博物

館としての保存 (この種の施設は国内各地に点在する),

および ｢抵抗記念の日｣(-7月20日)の創設とともに,

それじたい政治的意図をふくんでいることは明らかであ

る｡ つまり中央ヨーロッパに位置するドイツ (旧西 ドイ

ツ)にとって (過去》を清算し近隣諸国との新たな信頼

関係を築こうとするとき,国家的レベルで麿罪とナチズ

ム否定の姿勢を明示する必要があった｡同時にまたナチ

ス･ドイツとは異なる ｢もうひとつの ドイツ｣の例証と

して抵抗運動を位置づけドイツ国民への政治教育の場た

らしめるねらいもあった｡その意味ではヴァイツェッカー

元大統領の,かの有名な1985年5月8日の連邦議会にお

ける終戦40周年記念演説 (いわゆる ｢荒れ野の40年｣(6))

は,そうした意図にもとづく政治教育の典型例とみるこ

ともできる｡

この点で,終戦直後 〈非ナチ化》政策を徹底させたと

はいえ,共産主義-KPDのみが反ナチズム抵抗の正当

性をにない,その建国じたいをもナチズムの克服の帰結

とする (したがってまた独裁制という 〈過去》との対時

を怠ってきた)旧東 ドイツの立場とは,対照をなしてき

たといってよい｡

ところで上述のような ｢抵抗記念館｣の展示領域の拡

大は,抵抗運動にかかわる歴史学研究の動静と軌を一に

している｡抵抗運動研究を紹介整理するには,その文献 ･

資料があまりに膨大であって,とうてい個人の手でなし

うるところではない ｡ ちなみに1995年の 『ナチズム研究

文献目録』(7)は1945年から1994年末までの独 ･英 ･仏語

のナチズム研究文献20,298点を収録しているが,抵抗運

動関連の文献は2,959点となっている｡ くわえて最近 6

年間のあいだにも多くの研究成果が蓄積されているので

ある｡

ただし, ドイツ人の抵抗運動にかんする最初の学的,

包括的な研究書としては,ほぼ一致してハンス･ロート

フェルスの 『ヒトラーにたいするドイツ人の反対-ひと

つの評価-』(HansRothfels:DiedeutscheOpposition

gegenHitler-EineWtirdigung,Krefeld1949.原本

はシカゴ大学での講演にもとづく英語版)(8)が挙げられ

るだろう｡ 改訂,増補を重ね今日もひろく読まれている

本書が叙述の対象としているのは,教会闘争,国防軍の

クーデター計画,ゲルデラー･グループ,クライザウ･

グループ,それに社会主義的労働運動指導者たちの思想

と行動である｡ たしかにこれらが抵抗運動を構成した主

たる領域･グループではあることに異論はないように思

う｡

だが,1968年の学生運動を経たいわゆる 《68年世代》

の研究者たちのもとで,都市,地方 ･地域における日常

生活レベルでのナチス支配の実態を究明しようという

(日常史)研究が大きな潮流となるなかで,｢抵抗｣概
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念にも広がりがみられるようになった｡これを端的にあ

らわすのはデトレフ･ポイケルトの,反ナチス活動の段

階的な四類型化である. すなわち(1)｢ノンコンフォー

ミズム｣(個々のきまりを侵すが全体を問題にしない

｢非協力｣)(2)｢拒否｣(当局の指示に反し,たとえばヒ

トラー･ユーゲントへの加入を拒否する)(3)｢抗議｣

(体制を一般的には拒否しつつ,個々の措置に明確に反

対する-たとえば ｢安楽死作戦｣に反対する教会のキャ

ンペーン)(4)｢政治的抵抗｣(体制全体を拒否 し,さら

に体制の転覆を準備する)(9)0

こうした学界の動向を承けて抵抗運動の枠組みと領域

が拡大され,｢抵抗記念館｣のテーマ別26分野も構成さ

れている｡たとえば,女性の反対行動をも含めた ｢自由

主義･保守主義の立場からの抵抗｣,勤労青少年グループ

を対象にした ｢青少年の抗議｣(｢ェ-デルヴァイス海賊

団｣など),その実体が不明であった ｢-ルナックとシュ

ルツェ-ポイゼン組織｣(｢赤い楽団｣),ソ連軍の捕虜士

官たちの ｢国民委員会 (自由ドイツ)｣,｢ユダヤ人の抵

抗｣,共産主義者 ･社会民主主義者たちによる ｢労働者

の抵抗｣などである｡

こうした構成は網羅的,包括的な ｢抵抗｣を理解する

うえではもとより必要ではあるが,狭義の ｢抵抗｣概念

たとえば上記の(3)(4)における反ナチス行動の理念的方

向性がややもすれば背後にかすむという性格をもあわせ

もっている(10)0

現在 ｢抵抗記念館｣の学術責任者シュタインバッ-と

同館長ヨ-ネス･トゥッヘル博士を中心に,抵抗運動に

かんする研究書や資料集をはじめ,同館独自の出版活動

も活発におこなわれている(ll)｡なお両氏によってベルリ

ンの壁崩壊にいたる旧東独国内の ｢民主化闘争｣に焦点

づけた ｢抵抗｣研究が新たに上梓されたことは(12),統一

10年を経た旧東独への評価をあらわすという意味でも興

味深い｡

わが国のばあい,比較的長い研究の歴史をもつ教会闘

争関係の著作 ･訳書をのぞくと,東京大学社会科学研究

所編 『ファシズム期の国家と社会Ⅷ』(東大出版会 1980

年)以降,包括的に政治的抵抗運動を紹介した単著とし

て中井昌夫 『ヒトラー時代の抵抗運動』(毎日選書1982

年),山下公子 『ヒトラー暗殺計画と抵抗運動』(講談社

選書1997年)が挙げられる｡とくに後者は上述の研究動

静をふまえ研究蓄積をかさねた論著となっている｡

では以上のような抵抗運動研究が教育研究とくに教育

史の叙述にどのような影響をあたえ,またそれが位置づ

けられているかをみよう｡

2)教育史のなかの抵抗運動

｢ナチズムと教育｣のテーマが旧西 ドイツにおいて,

-ンス･ヨッへン･ガム(13)などごく少数の研究者たち

の域をこえて,教育研究として本格的にとりくまれるよ

うになったのは1980年代以降である｡｢ドイツ教育史学

会｣(HistorischeKommissionderDeutschenGesel1-

schaftforErziehungswissenschaft)による 『第三帝

国の教育 と訓練』(M.Heinemann-Hrsg∴Erziehung

undSchulungim DrittenReich,2Bde.Stuttgart

1980)の刊行にはじまり,『教育学雑誌』(Zeitschrift

forPadagogik)や 『ノイエ ･ザムル ンク』(Neue

Sammlung),『教育学展望』(P畠dgogischeRundschau)
など著名な学術誌に,ナチズム教育関係の論文が掲載さ

れはじめ,さらにナチズム教育の ｢特集｣が組まれるよ

うになっている｡ それは1986年春の ｢ドイツ教育学会｣

-イデルベルク大会でも研究討議のテーマとされている｡

ただし,こうしたナチズム教育への着目には,たとえば

ウルリッヒ･ヘルマンやユルゲン･エルカ-スらの研

究(14)が示すように,｢改革教育｣の延長線上での問題関

心っまり多様な教育改造思想の束からなる ｢改革教育｣

の帰趨如何という問題関心がみてとれる｡ ディータ一･

ランゲヴィ-シェ (テゥービンゲン大学)とハインツ･

エルマー･テノールト(フランクフルト大学)の共同編

集による 『ドイツ教育史-ンドブック一第 5巻 1918-

1945』(DieterLangewiesche/Heinz-ElmarTenorth

-Hrsg.-:HandbuchderdeutschenBildungsgeschichte,

Bd.V1918-1945.Mtinchen1989)には,分野ごとの

研究概説と詳細な文献一覧が付されているから,ここで

はその具体的,個別的な内容を再述することは避けよう｡

ただ旧来の教育学思想 ･学校教育 ･教育政策の領域だけ

でなく,｢家族｣｢青年｣｢メディア｣の領域での研究概

説が加わり,またヒトラー･ユーゲントと連動した ｢社

会教育｣問題がポイケルトによって執筆担当されている

ことに, 《日常史》研究のインパクトがみられる｡

しかし,この 『ハンドブック』ではいまだ抵抗運動を

それ自体として取りあげるにはいたっていない｡わずか

に抵抗者としてのアドルフ･ライヒヴァインの名が二度

ごく紹介的に記されるにとどまっている｡

一方,上記のテーマの扱いを同時期の旧東 ドイツのい

わば官定の教育史書と目されるカール･-インツ･ギュ

ンタ-を責任編集者とする 『教育史 (第14版)』(Kar1-

HeinzGtintheru.a.lHrsg::GeschichtederErziehung,

1987)についてみると,初版 (1956年)以来,一貫 し

てヴィル-ルム･ピーク (旧東 ドイツ初代大統領)をは

じめとするKPD指導下の反ファシズム勢力の闘争, と

くにKPD党員テオドール･ノイバウア-,同教師マル

チン･シュヴァンテス,それに ｢社会民主主義者｣ライ

ヒヴァインらの反ナチス闘争が,建国理念の正当化の見

地から叙述されている｡ またギュンタ-はか編纂の 『教
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青史資料 (第 8版)』(QuellenzurGeschichteder

Erzieung,1978)のばあい,ピークをはじめKPD党員

教師の ｢言説｣や ｢国民委員会 〈自由ドイツ〉｣の ｢反

ファシズムの教育宣言｣が収録されている｡ したがって

抵抗運動を教育史の叙述にふくめ,それに一定の地歩を

あたえたのは旧東 ドイツにおいてであった｡

90年代以降,統一 ドイツにおいてようやく教育史の一

領域として抵抗運動が加えられるようになった｡たとえ

ば ｢文化史資料集｣の第22巻として刊行された 『国家と

社会のなかの学校-19-20世紀のドイツ学校史資料-』

(B.Michael/H.H.Schepp:DieSchuleinStaatund

Gesellschaft.Dokumente zur deutschen Schu1-

geschichteim 19.und20.Jahrhundert,G6ttingen

1993)は,｢第6章 ナチス体制下の国家 ･社会 ･学校｣

の ｢第3節 抵抗運動の文書｣として ｢1944年7月20日

の蜂起｣と ｢クライザウ･グループの計画｣を,ナチズ

ムにたいする ｢良心の蜂起｣として収録している｡管見

によれば,本書は通史的見地からの資料編纂としては最

初のものである｡ こうした近年の研究動向を,｢1945年

から現代まで｣を対象にしたクリストフ･フエール,カー

ル ･ルートヴィッヒ･フルク共同編集 『ドイツ教育史-

ンドブック一第6巻』(ChristophF也hr/Carl-Ludwig

Furck-Hrsg.-:Handbuch derdeutschen Bildungs一

geschichte,Bd.VI,1945biszurGegenwart,Mdnchen

1998)についてみると,第一分冊 ｢ドイツ連邦共和国

篇｣にようやく ｢第三帝国における教会と抵抗運動｣の

項目が1ページ余り割かれ,｢教会闘争｣の存在が解説

されている｡しかしそれと戦後学校教育との連関はいま

だ触れられていない｡

むしろヒトラー ･ユーゲントに焦点をあて,それに

｢反抗｣(広義において ｢抵抗｣)する青少年の問題とく

に ｢エーデルヴァイス海賊団｣や ｢スウィング｣など,

前述の日常史の研究を承けた,ナチズム教育の実態にか

んする研究成果がわが国でもみられることが,注目され

よう｡ たとえば竹中輝雄 『ェーデルヴァイス海賊団-ナ

チズム下の反抗少年グループ』(勤草書房 1998年)(15),

原田一美 『ナチ独裁下の子どもたち-ヒトラー･ユーゲ

ント体制』(講談社選書 1999年)などである｡しかし,

これらの著作はナチズム教育の実態究明という叙述の性

格上,抵抗運動の ｢理念的方向性｣までを見据えたもの

とはなっていない｡

したがって,戦後教育に架橋する 《ナチズム･抵抗運

動 ･教育》というテーマは,現代教育史の領域では,い

まだ研究蓄積の乏しい周縁的な領域である｡ 以下に述べ

るように,むしろこのテーマは基本的に個人研究,とり

わけ ｢ライヒヴァイン研究｣という枠内にとどまってい

るといってよいであろう｡

Ⅱ 抵抗運動のなかのライヒヴァインと ｢クライザウ･

グループ｣について

1)ライヒヴァイン研究の意味

反ナチスの政治的抵抗者としてアドルフ･ライヒヴァ

イン (1898-1944)は,抵抗運動研究のごく初期の時点

から周知の存在であり,｢抵抗記念館｣の展示でも特筆
すべき対象となっている｡ 彼が1933年ナチスによりハレ

教育大学教授の地位を追われ,7年間ベルリン近傍の街

村ティーフェンゼーの学校教師として活動した校舎の外

壁には,彼の事績を顕彰するプレートが据えられ,近く

を交叉する道路にも ｢ライヒヴァイン通り｣という名称

が冠されている｡ またティーフェンゼーでの彼の実践記

録 『創作する生徒たち (SchaffendesSchulvolk)』

(1937年)は,いまなお教育系大学生が接すべき歴史的

文献として位置づけられている｡

だが1970年代までは,その全体的な活動と思想はジェー

ムズ･ヘンダーソンの 『ライヒヴァイン伝』(JamesL.

Henderson:AdolfReichwein.Einepolitisch-padag0-

gischeBiographie,Stuttgart1958)によって知るは

かなく,ほとんど未解明のままであった.フーバーとク

レブスを中心に研究者14名による共同研究 『アドルフ･

ライヒヴァイン1898-1944』(W.Huber/A.Krebs-Hrsg.-

:AdolfReichwein1898-1944,Paderborn1981)は,

その全体像にせまる最初の本格的な研究成果である｡ 当

然のことながら,従来日本では無名の存在であったが,

｢世界新教育運動選書シリーズ｣の一巻としてライヒヴァ

イン,クラット/長尾十三二･W.ウィルへルム訳 『自
己形成の教育』(明治図書1989年)が刊行され,ようや

くその存在が紹介されるようになった｡

その後,マールプルク大学に博士論文として提出され

たアムルンクの大著 『アドルフ･ライヒヴァイン 1898-

1944-政治的教育家 ･民俗学者 ･反ナチス抵抗者の生涯-』

(UlrichAmlung:AdolfReichwein 1898-1944.Ein

Lebensbild des politischen Padagogen, Volks-

kundlersundWiderstandsk畠mpfers,2Bde.Frank-

furta.M.1991)が上梓され,ときあたかも 《歴史家論

争》の時期にあったこともあり,大きな反響を呼んだ(16)｡

そうしたなか教育学界でも彼の思想と行動に関心がよせ

られ,現在まで少なからぬ論文･著作が出されている｡

それは一つにはライヒヴァインの未亡人ローゼマリーや

長男ローラントを中心にした,ライヒヴァインにかんす

る回想録や書簡 ･資料集であり,もう⊥つはワイマル期

の教育運動 ･改革者としての活動,ティーフェンゼ-農

村学校の教育実践,さらにクライザウ･グループでの反

ナチスの政治的抵抗者としての思想と活動に焦点づける

研究からなる(17)｡
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筆者のこれまでの論考(18)およびアムルンクの著作に

かんする訳業は,こうした研究動向と軌を一にしておこ

なわれてきたものである｡

以上のようなライヒヴァイン研究を抵抗運動とのかか

わりで意味づけるとすれば,彼の思想と行動 とくにティー

フェンゼ-農村学校をナチス体制のなかで ｢教育の孤島｣

たらしめた実践とその思想 (｢教育的抵抗｣)が,ナチズ

ム教育に吸収されえない ｢改革教育｣理念の,戦後教育

に継承すべき遺産となっていること,多様な思想潮流か

らなる政治的抵抗運動を貫徹する固有の ｢人間形成論｣

いわば ｢抵抗の教育学｣を表現しているということであ

る｡そこには,テオドア･アドルノが 『アウシュヴィッ

ツ以後の教育 (ErziehungmachAuschwitz)』(1966年)

において提起した ｢アウシュヴィッツを二度とくり返し

てほならないという教育の至上命題｣-｢自律への教育｣

要求にたいする明確な応答がある｡またここに抵抗運動

研究に占めるライヒヴァインの独自の存在意義がある｡

このことはさらに,彼が主要メンバーともなったクラ

イザウ･グループをいかにとらえるかという問題にも連

動している｡

2)｢クライザウ･グループ｣の教育計画について

法律家のモルトケ,ヨルク両者を中心に主要メンバー

20名からなるクライザウ･グループが抵抗運動研究にお

いて終始注目を集めてきたことは,上記のロートフェル

スの叙述にも明らかである｡ じっさい,グループ･メン

バーが終戦直後からその存在と活動の内容を秘匿資料

(｢クライザウ文書｣)をふくめて公表 し(19),またモル ト

ケの獄中書簡 『最後の書簡』(HelmuthJamesGrafYon

Moltke1907-1945.LetzteBriefeausdemGefangnis

Tegel,Berlin1951)が抵抗運動の ｢良心｣を如実に示

す文書として人口に胎灸し,クライザウの存在をクロー

ズアップさせたこと,さらにベータース,ガプレンツ,

シュテルツァー,ルカシェク,ゲルステンマイア-など

の生き残りメンバーが戦後 ドイツの学界や政界で幅広く

活躍したこと(20),こうした経緯もあってクライザウは,

政治的抵抗グループの代表的存在となっている｡ じっさ

い,｢抵抗記念館｣の第15展示室 ｢クライザウ･グルー

プ｣とそれにつらなる展示室は,資料的整備がすすんだ

こともあり,その全体像を知るうえでもっとも充実した

内容となっている｡

ところで,クライザウについて単なる活動紹介の域を

こえた,画期的な研究成果と衆目一致する著作に,ヘル･

ファン･ローンの 『反ナチス抵抗の新秩序- ドイツ抵抗

運動のなかのクライザウ･グループ』 (GervanRoom:

NeuordnungimWiderstand- DerKreisauerKreis

innerhalb der deutschen Widerstandsbewegung,

M也nchen1967)がある. 本書はグループの ｢思想的

源泉｣｢メンバー構成｣(ここではまだガプレンツは除外

されている)｢他のグループとの連携をふくむ活動｣｢グ

ループと諸外国とのコンタクト｣｢グループの構想｣そ

れに大部の ｢資料集｣からなり,本書の刊行によって,

クライザウ研究が大きく前進する契機ともなった｡ここ

でローン以後の個々の研究を紹介論評することは避け,

とくに資料について挙げよう｡それは,1966年ガプレン

ツの秘匿文書からライヒヴァイン起草の討議資料 『教育

の思想』およびモルトケの 『補遺』などが発見されたこ

と(21),1971年メンバーの一員イエズス会修道士口タール･

ケ一二ヒがナチス追及をのがれ秘匿していた彼の遺品か

らクライザウの ｢討議文書｣が発見され,それが1987年

にプライシュタインの厳密な校訂にもとづく 『クライザ

ウ･グループ文書 (R.Bleistein-Hrsg.-:Dossier-

KreisauerKreis.Dokumenteausden Widerstand

gegendenNationalsozialismus,Frankfurta.M.1987)

として公刊されたことである｡ この資料集は,グループ

が1942年から43年にかけてモルトケの所領地シュレージ

エンのクライザウ (グループ名の由来)で開催した3回

の全体会議の討議資料をふくむ貴重な文書となっている｡

ライヒヴァイン研究において明らかにされているクライ

ザウでの活動資料やその他のメンバーにかんする資料が

刊行されていることと相まって,今後さらにクライザウ･

グループ研究の拡大と深化が期待できる｡

そこで,クライザウにかんする研究の意味について述

べることにしよう｡ ライヒヴァインがグループの戦後教

育計画を主導したというライヒヴァイン研究の一環とし

ての意義は,ここではさておく｡ まずこのグループが着

目されるのは,左右両翼の政治的抵抗運動グループの

｢大連合｣をめざした ｢市民的な｣抵抗グループの代表

的存在であり,明確にナチズムへの ｢対案｣を提示した

ことにある｡そこでの思考の系統性と密度は他の抵抗グ

ループに類例がない｡｢対案｣はドイツ再生にむけた,

新国家体制,新経済秩序,外交政策,国際経済秩序,戟

争犯罪の処罰等々の包括的な構想であるが,その前提に

はドイツ国民の ｢精神的刷新｣(モル トケのいう ｢精神

の覚醒｣)があり,必然的に ｢人間形成｣のテーマへの

取り組みがある｡ そこにはナチス体制下での学校と家庭

の崩壊,より根本的には大衆化社会における ｢人間存在｣

への危機意識と,｢キリスト教的 ･ヨーロッパ的文化伝

統｣への回帰 ･キリスト教理念の復興という基本的な課

題意識が貫流している｡

この ｢世俗化｣にたいする問いなおしは,ナチスの苛

烈な宗教弾圧政策と政治的抵抗運動のなかから浮上した｡

｢キリスト教の復権｣は単に教会闘争のテーマであった

のではない｡19世紀近代の潮流の延長上にとらえられた
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政教分離は,市民的レベルにおいて, しかも新たな視点

をもって吟味されたということである｡ 従来,教育研究

においてこの論点はまったく検討の枠外にあったといっ

ても過言ではない｡

戦後 ドイツの公教育体制におけるキリス ト教の位置づ

けいかんも,以上のような文脈からとらえる必要がある｡

そこで,以下に抵抗運動と戦後教育との ｢架橋｣につい

て述べる｡

Ⅲ 抵抗運動と戦後教育の ｢架橋｣について

ドイツ近現代史のなかで (宗教と教育)が主要な問題

領域の一つでありつづけたことは,あえて指摘するまで

もない｡だが上述のように,それが根底から問いなおさ

れたのは,いわゆる ｢政治的宗教｣として精神生活をふ

くむ人間の全生活領域を手中にしようとするナチズムと,

社会意識を規定 していたキリスト教との相克という事態

においてである｡公共的生活,なかんずく青少年の学校

教育のありように始まった国家によるキリスト教の強圧

的な排除が,人間生活のなかの宗教的信仰の危機として,

問題の重大さを浮き出させたのである｡それは,新旧両

宗派教会の不断の抵抗と,戦時下,民衆への精力的な福

音宣教 ･牧会による教会の役割の増大という事実によっ

て,より鮮明なものとなった｡

ナチスの宗教排除政策は ドイツ社会の根強いキリスト

教的伝統のもとで貫徹できなかったばかりか,むしろ教

育の ｢世俗化｣そのものへの疑問を招いたのである｡ そ

れは市民的な政治的抵抗者にほぼ共通 している｡ 彼らが

ナチス支配からの国民の脱却- ｢覚醒｣という運動目標

杏,キリス ト教的観点から構築 したのもそのためである｡

クライザウ･グループの生き残 りメンバーが終戦直後,

こぞってキリス ト教民主同盟 (CDU)の結成に参画 し

たのは,その具体的な行動表現である｡

かつて,教育史家フリー ドリヒ･バウルゼンはフラン

スの ｢政教分離法｣(1905年)に触発されて,翌年 『ド

イツ教育制度発達史』(DasdeutscheBildungswesen

inseinergeschichtlichenEntwicklung,Berlin1906)

を著 し,教育制度の ｢世俗イ山 を,宗教教育 ･学校形態 ･

学校監督の ｢脱教会化｣の観点から叙述 し,この趨勢を

不可避としながらも,フランスと対照的な,学校の宗教

的基礎の存続を予想 している｡この予想は,以後ワイマ

ル期改革において妥当しただけでなく,戦後西 ドイツに

おいても (基本法)体制のなかで現実のものとなった｡

この現代史に特異な,国家のキリスト教的基礎の宣明,

キリス ト教教育の復権というドイツ戦後史の出発には,

ナチズムの洗礼を通 じて再認識された宗教的価値の保全

と ｢キリス ト教的伝統｣の通底という事実がある｡反ナ

チス抵抗運動はこうした歴史過程を究明しようとするさ

いの重要な媒介項 としての役割をになっている｡ また

(宗教 ･教育 ･学校)というテーマも,こうした媒介項

によって新たな意味づけが可能であるし,またそうする

必要があると思う｡

別言するならば,それは公立学校の宗教教育と学校自

体の宗教的基礎の後退現象に端的に表現される ｢世俗化｣

の過程を,多元的社会における教育改革の ｢自明｣の方

向性として表層のレベルで理解 してきたことにたいして,

再考を促すものである｡

またこのようにとらえるならば, ドイツ戦後教育史は,

いぜん (過去)を清算 しえないでいるわれわれ自身の現

代史をめぐる歴史教育と政治教育にとって好個の題材を

提供するだけでなく,歴史認識そのものの構築にも新た

な手がかりを与えるはずである｡
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神構造』(岩波書店 1991年),13-14頁｡

(ll)主要なものとして, とくに以下のものを挙げておく｡

J.Schm畠deke/P.Steinbach(Hrsg.):DerWidersねndgegen
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WiderstandgegenHitler,M凸nchen 1985.P.Steinbach/

J.Tuchel(Hrsg.):WiderstandgegendenNationalsozialismus,

Berlin1994.Ders.:WidenぬndinDeutschland1933-1945-

EinhistorischesLesebuch,Mtinchen1997.(邦訳 田村他

『ドイツにおけるナチスへの抵抗1933-1945｣現代書館 1998

年)｡また抵抗記念館叢書のうちクライザウ･グループにかかわ

る人物についてはC1aritavonTrottzuSolz:AdamyonTroll

zuSoLz-EineLebensbeschreibung.1994.

(12)P.Steinbach/J.Tuchel(Hrsg.):Wider:SねndundOpposi-

tioninderDDR,Kらln1999.

(13)たとえばHans-JochenGamm:FahTungundVerfBhnLng,

Mtinchen 1964. Ders.:DosEhmddersPd'tb滋1gerlichen

PadagoBik,M也nchen1972.

(14)U.Hermann/J.Oelkers(Hrsg.):Pa gogikundNatio-

nalsozialismus,Weinheim1989.S.9ff.

(15)本書にかんする筆者の評価については,『教育学研究』65-
4(1998年12月)｢図書紹介｣参照｡

(16)本書は若干の改訂をほどこし,1999年に新装版全一巻と

して刊行されている｡さらに豊富な写真を付したダイジェスト

版として,U.Amlung:....inderEntscheidunggibteskei'ne

Umwege'.Berlin1994がある｡1991年版の日本版として,対

馬達雄 ･佐藤史浩訳 『反ナチ ･抵抗の教育者-ライヒヴァイン

1898-1944-』〔昭和堂1996年)｡なお本書の意義等については

｢訳者あとがき｣参照｡

(17)ライヒヴァインにかんする1980年代末までの文献目録は,

上記のアムルンクの 『ライヒヴァイン伝』に詳細に記載されて

いる｡1990年代における主要な単書として,ライヒヴァインの

未亡人による回想記 (RosemarieReichwein:uDieJahrlemit

AdolfReichweinPytigtenmeinLeben'-EinBuchder

En'nneTung.M凸nchen1999.)のほか書簡 ･資料集 として

G.C.Pallat/R.Reichwein/L.Xunz-Hrsg.I:AdolfReichwein:

PadagogeundWidersぬndskd'mDfer.EinLebensbiklinBriefen

undDokumenten(191411944),Mtinchen1999がある｡ティー

フェンゼーの教育実践にかんしては,W.W.Klafkiu.a.(Hrsg.):

AdolfReichwein- SchaffendesSchulvolk/Film inder

Schule. Die Tiefenseer SchulschlijTien. Kommentierte

Neuausgabe,Weinheim 1993.U.Amlungu.a.(Hrsg.):'Die

alお Schule ubelWinden" - RefolmPddagogische

Versuchsschulen zwischen Kaiser7leich und Natio-

nalsozialismus,Franlfurt/M.1993.またイエナ大学での

ライヒヴァイン生誕100年記念展示 ･コロキウムにもとづ く

論文集 M.Friedentha1-Haase(Hrsg.):AdoLfReichwein-

Widersぬnds-kambferandPa goge,Erlangen1999は,彼

の成人教育,学校教育,抵抗運動にかんする高水準の論考から

なる｡

(18)対馬達雄 ･佐藤史浩 ｢C.H.ベッカーとA.ライヒヴァイ

ンー教育アカデミーの創設構想とその継受をめぐって-｣(『教

育学研究』57-1,1990年3月),対馬達雄 ｢ナチス体制下の

教育的抵抗-ライヒヴァインとティーフェンゼー農村学校-｣

(『思想』第883号,1993年11月)

(19)HansPeters:ZwischenGesおmundMolgen,Berlin1946.

TheodorSteltzer:yondeutscherPoLitik - Dokumente,

AufsdLzeundVortTlke,Frankfurta.M.1949.

(20)ベータースは1949年までフンボル ト大学の政治学教授 ･

学部長をしたのち,ケルン大学の学長となっている｡ガプレン

ツは1953年からベルリン大学の政治学教授になり,シュテルツァー

は1945年末からイギリス占領地区のシュレスヴィヒ･ホルスタ

イン州の行政責任者 (首相)に,ルカシェクは1949年第一次ア

デナウアー内閣の難民省の大臣に就任している｡ゲルステンマ

イアーは1954年から連邦議会議長,60年代には連邦首相候補,

連邦大統領候補になっている｡彼らはともにベルリンでの ｢キ

リス ト教民主同盟｣ (CDU)の創設 に参画 して い る｡

Vgl.W.E.Winterhager:DerKreisauerKreis-Portrlat.Eine

WidersぬndsBnPPe,Berlin1985.S.201ff,

(21)『教育の思想』はこれまでタイプ原稿のコピーで しか閲
覧できなかったが,1999年にようやくライヒヴァインの資料集

に序文を除いて収録された｡Vgl.G.C.Pallat/R.Reichwein/

L.Kunz(Hrsg.):a.a.0.,S.396-400.

(2000年12月14日受理)
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